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【目的】リン脂質は細胞膜を構成する重要な分子であり、近年、これら

リン脂質組成の変化と認知症などの疾患との関連が明らかになってきて

いる。今回、我々は Phosphatidylethanolamine（PE）を中心に脳内のリン

脂質組成の変化と情動との関連を解析した。 

【方法】低栄養群の母獣には妊娠 5.5 日から 10.5 日の間、AIN93G を対

照群の 40%給餌した。生後 8週齢の仔ラットにオープンフィールド試験

を行い 9週齢で脳を採取した。前頭前皮質、側坐核、および線条体のリ

ン脂質生合成酵素遺伝子の発現を qPCR により解析し、さらに質量顕微

鏡により同部位のリン脂質組成を調べた。また、低栄養群の脳内で増加

していた Plasmalogen型 PE を野生型成獣雄ラットに尾静脈投与し、行動

実験を行った後、脳内への PE の移行について質量顕微鏡で解析した。 

【結果】低栄養群の仔ラットでは Crossing、総移動距離、中心領域での

滞在時間が有意に増加していた。また、PEおよび Plasmalogen 合成経路

の酵素の遺伝子発現が有意に増加しており、質量顕微鏡解析により前頭

前皮質の Plasmalogen 型 PE が増加していた。当 PEの投与実験により、

オープンフィールド試験で crossing 回数の変化、および質量顕微鏡解析

では投与した PEの前頭前皮質での有意な増加が認められた。 

【結論】PE は情動や行動に重要な役割を担っていると考えられた。また、

リン脂質投与による脳内リン脂質組成の制御により、情動や行動に関連

する脳機能が改善できる可能性があると考えられる。 

 


